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研究成果の概要（和文）：横浜市において，待機児童対策の一環で設置された平成23年4月以降に開所した施設
を対象として，平成26年に行った施設計画に関するアンケート調査結果を分析することで複合型施設の実態を把
握した。有効回答のうち51.2％が複合型施設に入居し，0～2歳児の保育施設に集中することが分かった。また，
このような複合型施設の保育士の住環境に対する評価や意識を把握し，独立型施設に比べて室内外の環境が制限
されている可能性が示唆された。さらに，同アンケート調査から得られた配置図に基づき平面計画の分類を行
い，代表的なプランをもつ施設を対象に実測調査により温熱環境，空気環境，音環境の実態と特徴を明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：Results of questionnaire survey on day nurseries, which were established for
 child care measure in Yokohama after 2011, were analyzed in order to clarify actual conditions of 
built environment and its evaluation of day nurseries. It was founded that half of them have been 
built in complex buildings and most of them were day nurseries for 0-2-year old. The evaluation of 
built environment of day nurseries was grasped, and a possibility that outdoor and indoor 
environment in complex buildings was worse than that of independent type was indicated. Moreover, 
plan types of day nursery in complex buildings were classified in 3 types based on the questionnaire
 survey. Environmental measurements were carried out on day nurseries which have representative 
floor plans of complex buildings mentioned above. The actual conditions and features of thermal 
environment, air condition and sound environment were clarified and improvement points of built 
environment were indicated. 

研究分野：建築環境工学，住環境
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１．研究開始当初の背景 
 大都市において近年続く深刻な待機児童
問題に対して、認可保育所の増設や定員枠の
拡大や設置基準の緩和や自治体独自の認可
基準による保育施設の拡大等、受け皿の量的
対策が急速に進んでいる。申請者らが 2007
年に行った調査では待機児童の解消策を急
速に図る横浜市において、園庭がない又は十
分な面積を持たない保育施設が存在し，ヒア
リング調査からは近隣への音漏れを気にし
て園庭での園外活動を自粛する動きも見受
けられた。また、近年増設された施設では、
他の施設との併設型が見られることも確認
しており，ヒアリング調査からは隣接施設か
らの副流煙のため窓を全く開けられない施
設の存在や、昼光が全く入らない保育室の存
在が明らかとなっている（田中他「都市部の
保育施設における室内環境に関する研究」
2013）。これまでの保育施設にはない立地や
建物設置形態によって室内環境も影響を受
けていることが推測されるが、乳幼児の良好
な成育環境を確保するためにも、近年増設さ
れた保育施設の質的な検証を急ぐ必要があ
る。 
 また，これまで保育施設研究は、平面計画
や物的条件、遊びや預かりに起因する心身の
発達等に視点が置かれてきた。保育施設は本
来、乳幼児の生活する場として面積だけでな
く、子どもの活動に配慮した環境の質につい
ても規定する必要がある（定行「機能面に着
目した保育所の環境・空間に係る研究事業総
合報告書」2009)。室内環境基準が存在しな
い中、これらの実態解明や室内環境の改善策
を示すことは喫緊の課題といえる。定行らは
保育施設の温熱環境や二酸化炭素濃度や粉
じんの測定を試みているが、上記１で述べた
ような複合的な設置形態で室内外の建築環
境が制約された施設における実態は明らか
になっていない。このため、保育施設が入居
する建物の建築環境要素を複合的に把握す
る必要がある他、建築基準法や改修にかかる
制度上・保育の施策上の課題も含め総合的に
課題を捉える必要がある。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえて、本研究では、都市
部で急増する複合的設置形態の保育施設（特
に用途転用型施設）を対象として、保育活動
や乳幼児の発達の上で重要な「保育の質」の
確保に向けた課題を、建築環境の視点から明
らかにする。保育施設内の温熱・光・音の物
理的な環境を実測により複合的に把握し、文
献調査、施設関係者等へのヒアリング調査に
基づき施設計画・制度上の課題を明らかにし、
総合的に施設の建築環境の課題を整理する。
これにより，複合的設置形態の保育施設のハ
ード・ソフト面での対策を示すことで、保育
施設の建築環境ガイドラインに繋がるよう
な施設計画資料を提示することを目指す。 
 

３．研究の方法 
 大きく分けて 3つのフェーズに分けて課題
に取り組む。まず 1 つ目は，待機児童解消策
を急速に進め，保育施設の多様化が顕著と思
われる横浜市の保育施設を対象とした，複合
的設置形態の保育施設把握のためのアンケ
ート調査結果の分析を行う。2012 年度および
2013 年度に申請者が実施した横浜市を対象
とした家庭保育福祉員および新設保育施設
の保育室の環境に関するアンケート調査や
実地調査結果を用いて，近年開設された複合
的設置形態の保育施設の平面分析を行い，建
築環境の視点から分類を試みる。 
次に 2つ目の課題として，上記の分類に基

づき複合的設置形態の施設を選定した上で，
温熱環境・空気環境，音環境について，独立
型も含めて実測を行うことで，各環境の実態
と特徴，課題の抽出を試みる。また，3 つ目
の課題としては，主にヒアリング調査を中心
に，保育施設の計画・運用上の実態を把握し，
問題点と今後の課題を検討する。 
以上の成果を総括して，都市部における複

合的設置形態の保育施設において良好な建
築環境を確保するための課題を整理し、保育
室や保育所等の整備拡充策に資する資料を
提示する。 
 
４．研究成果 
 主な成果は以下の通りである。 
(1)複合型保育施設の温熱環境・空気環境の
実態（参考：5-雑 7）） 
窓の開放に制約条件が多い都市部の小規

模保育施設を対象に、保育士の窓開閉による
環境調整に着目して，窓開放を行う中間期
（2014 年 10～11 月）に平面形態の異なる複
合型保育施設および独立型保育施設を対象
に，保育室内の温熱環境および空気環境の実
測調査を行った。 
図 1に示すように保育室の窓開閉状況は保

育活動によって変化していた。窓を十分に開
けられる施設環境では良好な空気環境であ
ったが，交通騒音や排煙窓のみの存在など窓
による制約条件により窓を十分に開けられ
ない施設では，二酸化炭素濃度の上昇がみら
れ、室内の空気環境に課題があることが分か
った。また、感染症予防の面では共通して相
対湿度が低い傾向にあり、湿度に対する意識
を高める必要を確認した。立地環境の面から
も施設環境改善を提示する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 活動時間帯別の平均二酸化炭素濃度 



 

 

(2)複合型保育施設の室内外の音環境の実態
（参考：5-雑 5),6),8),9),3）） 
屋外からの音の影響が考えられる幹線道

路沿いに立地する複合型保育施設を中心に、
騒音レベルの実測調査を行った。これにより、
音環境の観点から都市部の複合型保育施設
の問題点の整理を行い、保育施設における施
設計画への一助とする。上記調査と同様に横
浜市に 2011 年 4 月以降に開設した保育施設
の中から、幹線道路に近接する 3つの複合型
保育施設（A～C保育園）と、比較対象として
生活道路に近接する保育施設（D 保育園）を
抽出し、音環境の実測調査を行った。ここで、
室内の音環境は室内の平面形態にも影響を
受けると考えられるため、複合型保育施設に
は部屋型とオープン型の両者の平面形態を
含むものとした。また，室内の騒音レベルは
低年齢児（1 歳児クラス）を中心に測定を行
った。 
室内測定の結果を図 2 に示す。Ｄ園は冬季

に実測を行ったため、どの窓も閉まっていた。
全活動時間帯の中で室内遊び時が一番高い
値となり、どの保育所においてもLAeq で70 dB
を超える結果となった。A 園においては、午
前中に CDを使いリズム運動が行われたため、
より高い値となった。子どもの活動時には高
い音圧レベルが観測され、保育室内の音環境
は、子どもの活動状況に大きく影響されてい
るといえる。 
各施設の室内遊び時における LAeqを比較す

ると、大きな差がみられなかった。しかし、
L95及びA特性音圧レベルの変動を比較すると
差異が生じた。室内遊び時の L95 をみると、
A,D 園においては約 60 dB となっているのに
対し、B園においては約 65 dB となっており、
C 園においては約 70 dB で高い値を示した。
ここで、C 園と D 園の A 特性音圧レベルの変
化からは，C 園においては 70～80 dB の間を
変動しているのに対して、D 園においては 50
～80 dB の間を大きく変動していた。A,D 保
育園は部屋型となっており、それぞれの空間
は小さい。そのため、騒音計に対する園児の
距離は近くなり、A 特性音圧レベルの最大値
が大きくなる。しかし園児数は少なく、周り
からの音の影響は小さいため、子どもが静か
になると A特性音圧レベルは低くなり、室内
の音環境も静かになったと考えられる。その
一方で、B,C 園は園内がワンルームとなって
おり、他の年齢児が出す活動音の影響を大き
く受けると思われる。そのため、A 特性音圧
レベルが低くならず常に高い状態を示した
と推測される。 

WHO による環境騒音ガイドラインにおいて
は、会話妨害が生じ始める暗騒音レベルを
LAeq 35 dB、睡眠妨害が生じ始める暗騒音レベ
ルを屋内で LAeq 30 dB としている。図 3 にて
午睡時の結果をみていくと、特に B保育園に
おいては午睡時の音圧レベルが高い値を示
した。B 園は店舗用途からの転用となってお
り、複合型のビルに入っている。転用にあた

り、保育施設に合わせた改修は行われていな
かった。特に換気扇の発する音による騒音レ
ベルへの影響が大きく、対策の必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 活動時間帯別の室内における音環境 
 
(3)建築環境の違いが乳幼児に及ぼす影響に
関する基礎的考察－唾液アミラーゼ値と温
熱環境要素の関係－（参考：5-雑 2),4)） 
 3 つに類型化された複合型保育施設の平面
形態をもつ保育施設のうち，主要な 2つのタ
イプ（部屋型，オープン型）の施設を選定し，
そのうち，屋外環境の異なる横浜市都心部お
よび郊外の 2施設を選定した。また，室内外
の建築環境の違いが乳幼児への生理反応へ
及ぼす影響を検討するため，0 歳児クラスの
園児を対象に，ストレス反応を把握するため
の唾液アミラーゼ値の測定を温熱環境測定
と共に行った。秋から初冬にかけて，X園：7
名・4日間，Y園：9名・6 日間に渡り，登園，
室内遊び，屋外遊び，午睡等，唾液アミラー
ゼ値の外乱の少ない食後を除く保育活動別
に園児の唾液アミラーゼの測定を行った。 
 その結果，唾液アミラーゼ値を個人の 1 日
の変動の中で相対値（〔唾液アミラーゼ値-一
日の最低値〕/〔最高値-最低値〕）として示
される指標を用いると，保育活動別の違いが
見られた。しかし，t 検定を行ったところ有
意な差は認められなかった。一方で，室内お
よび屋外の保育活動別に唾液アミラーゼ相
対値をみると，屋外の方が有意に低い値とな
り，ストレスが少ない結果となった（図 3）。
これが寒暖差によるものか，屋外の別要因に
よるものかは別途検討が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 唾液アミラーゼ相対値（0 歳児クラス） 



 

 

 また，同相対値を目的変数とする温湿度お
よび活動量（Met）の重回帰分析を行った結
果，決定係数は低いものの，温湿度との相関
が認められた。園外活動空間の違いが同相対
値に及ぼす影響分析については今後の課題
である。 
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